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令 和 7 年 度 公 開 講 座

◆教育学科公開講座 2025年８月２日（土）13：00〜16：00 於：B501 教室

未来を創る子どもを育てる −探究学習を通して

講演１ 13：05〜14：30 自立・自律した学習者を育てる

講師 瀬戸SOLAN小学校副校長 三宅 貴久子 氏

講演２ 14：45〜15：35 地域や保護者とともに探究する子どもを育てる

講師 本学 教育学科教授 村井 尚子 氏

ディスカッション 15：35〜16：00

司会 本学 教育学科教授 森 久佳 氏

発 達 教 育 学 部 紀 要
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『発達教育学部紀要』投稿規程

（目的と刊行頻度）

第１条 本誌は、京都女子大学発達教育学部の研究活動、及びそれに関連する情報を発表することを目的

とし、年一回発行する。

（編集委員会）

第２条 紀要編集委員会（以下、「編集委員会」という。）は、学部長が本学部の教員組織における専門領

域の編成を考慮して、学部の専任教員の中から委嘱する４名の委員をもって構成する。

２ 本誌の編集及び発行に関して必要な事項は、編集委員会が定める。

（投稿内容等）

第３条 本誌が投稿を受け付ける執筆内容は、発達教育学部の諸領域に関する研究論文、研究報告、評論、

書評、及び紀要編集委員会が適当と認めたその他のもの（以下、「論文等」という。）とし、未公刊

のものに限る。このほかに、編集委員会の指示により、本学部の教育研究活動に関する情報等を掲

載する。

（投稿本数）

第４条 著者として投稿できる論文等の本数は、単著論文と共著論文を合わせて、本誌１号につき原則と

して２本を上限とする。

（投稿資格）

第５条 本誌への投稿資格は次のとおりとする。

(1）京都女子大学発達教育学部専任教員。

(2）上記専任教員を論文の共著者とした研究分担者。

(3）その他、編集委員会が特に認めた者。

（投稿方法）

第６条 本誌に投稿を希望する者は、編集委員会が定めるところに従い、論文原稿及び関連する書類を提

出しなければならない。

（執筆代表者）

第７条 投稿に際しては、執筆者のうち1名を、執筆代表者とすることとする。ただし、原則として本学

の専任教員とする。

２ 執筆代表者は、編集委員会または実務担当者からの連絡等に対応することとする。

（投稿原稿の作成）

第８条 投稿原稿は、編集委員会が別に定めた「『発達教育学部紀要』執筆の手引き」に従って作成しなけ

ればならない。

（審査）

第９条 執筆者は、論文等の原稿提出に先立って、同一もしくは関連領域を専門とする研究者の校閲を経

ることとする。

（研究倫理）

第10条 論文等を本誌に掲載するにあたり、執筆者は他者の著作権等を尊重しなければならない。そのた

めに必要な手続きは、執筆者が自ら行うこととする。

（投稿の採否）

第11条 投稿された論文等の採否は、編集委員会によって決定する。

（抜き刷りの提供）

第12条 掲載が認められた論文等の執筆代表者には、当該論文等の抜き刷り30部を贈呈する。それを超
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える部数は実費負担とする。

（情報公開と著作権）

第13条 本誌に掲載された論文等は、原則として「京都女子大学学術情報リポジトリ」で公開する。

２ 執筆者は、本誌に掲載された論文等の著作権のうち、複製権及び公衆送信権を京都女子大学に許

諾する。ただし、これらの許諾は取り消すことができる。

（本規程の取り扱い）

第14条 本規程の取り扱いは、発達教育学部紀要編集委員会が行う。

附 則

この規程は、平成26年４月１日より施行する。

附 則

この規程は、平成31年４月１日より施行する。

附 則

この規程は、令和６年４月１日より施行する。
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編集後記

『京都女子大学発達教育学部紀要』は、いまから20年前の2005年１月に創刊されました。それ
は、京都女子大学の第４の学部として「発達教育学部」が開設された年度に当たります。以降、年
に１回の刊行を重ね、本号で第21号となりました。今回上梓する第21号は、発達教育学部の学部改
組により、それまでの３つの学科・専攻を１学科に統合して生まれ変わった「発達教育学部」が初
めて刊行する紀要となります。
それを踏まえて、今年度の編集委員が最初に着手したのが「投稿規程」の見直しでした。投稿規
程の大きな変更は投稿本数に関するもので、前号までは内規で「執筆者１名につき１本まで」とさ
れてきたのを、「原則として２本を上限とする」に変更いたしました。事前に発達教育学部の先生方
に意見聴取したところ、「研究発表の場をもっと増やしてほしい」という強い要望が寄せられたから
です。その甲斐あって、投稿論文数は前年度の10本から19本にほぼ倍増しました。新生・発達教育
学部の先生方の研究に対する強い熱意が感じられます。
ちなみに、投稿規程の見直しに当たり、他大学が刊行している相当数の紀要の規程に目を通しま
した。投稿本数のルールについては上限１本と明記するものも散見されますが、「単著は１本、共著
はその限りでない」とするものもあるなど多様でした。しかし、多くの大学の紀要の現状は「執筆
者１名につき１本まで」が主流のようです。しかし、なぜ「１本まで」なのかは不明です。ちなみ
に、紀要の投稿規程を調べているうちに、投稿者に原稿料が支払われる紀要が、少ないながらもあ
ることを知りました。それで思い出したのですが、筆者が院生の頃に、ある大学の年配の先生から
「戦後の貧しい時代には、大学紀要に論文を投稿すると結構な額の原稿料が支払われて、生活の足し
になっていたのですよ」とうかがったことがあります。「執筆者１名につき１本まで」というのは、
大学側が支払う原稿料の予算の関係で、投稿本数を抑制せざるを得なかった当時の事情を踏まえた
ルールなのかもしれません。時代が変わってもそのルールが慣行としてなんとなく引き継がれてい
るのでは…そんな想像が膨らみました。
今後は紀要の発行媒体も紙媒体から電子媒体に主軸が切り替わっていくことでしょう。それに伴
い、紀要への投稿がより柔軟な形でできるようになりそうです。これからも、時代のニーズに対応
することのできる『京都女子大学発達教育学部紀要』でありたいと思います。

発達教育学部紀要第21号
編集委員長 古 池 若 葉
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